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原 告 A]賃夏地
1、 私は横須賀市東部漁業協同組合横須賀支所に所属する漁業者です。

横須賀市東部漁業協同組合は、 横須賀港及び久里浜港周辺の東京湾海域において、

漁業法上の漁業権を有しており、私もその組合員として、上記海域において漁業を営ん

でいるものです。

2、私は5トンの漁船を2隻、 4トンの漁船を1隻所有し、横須賀港及び久里浜港周辺の

東京湾海域において、ミル貝、 ナマコ、タイラ貝等の長男とともに潜水漁業を営んでお

り、また底引網、刺し網、アナゴの土管漁、 タコツボ漁、海藻の採取、遊漁船等を行い

年間約 2000万円の水揚げをあげています。

3、私たちの行っている潜水漁業は、 エ アホ ースのついたヘルメットと潜水服をつけて、

漁船から、浅場の海底に潜り、漁船からコンプレッサーでエ アホ ー スを通じて空気を送

り、 何時間も潜って、海底のミル貝、タイラ貝、ナマコ等をとるものです。 特にミル貝

は浅場の砂地に潜っているため、漁船から高圧水をホ ー スで送り、そのまわりの砂を掘

って貝を傷つけないようにしてとるのです。

私たちの操業する東京湾海域は、豊かな漁場であり、たくさんの海洋生物が暮らして
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